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2019 年度 事業報告書の概要 

 

・大会開催を翌年に控え、2019 年度は、テストイベントをはじめとする様々な運営実践の準備活動を通じて、組織全体の運営能力の強化を図っ

た１年 

・アスリートの暑さ対策ための、オリンピックのマラソンと競歩の会場変更を受け、迅速に新しい競技日程の決定及びコース設定を行い、公表

した 

・2020 年３月には、新型コロナウィルスの世界的な感染拡大の影響により、大会史上初めて開催の延期が決定されたことを受け、大会の延期に

伴う課題を整理し、解決していくため、「新たな出発 東京 2020 大会実施本部」を立ち上げた                          

 

柱 主な実施事業 

１ 円滑で安全安

心な大会運営に

向けた準備 

（１） テストイベントを活用した競技運営及び大会運営の能力向上 

・ テストイベントを順次実施し、得られた知見をもとに大会の計画を見直し、修正 

・ テストイベントで各ＦＡが必要とするテクノロジー関連サービス等を導入・運営 

・ テストイベントで、主要な暑さ対策の検証を実施。６月と 11 月に進捗状況を公表 

・ 北京 2022 組織委員会やパリ 2024 組織委員会等へ学習機会を提供 

（２） セレモニー開催に向けた準備 

・ 開会式及び閉会式でパフォーマンスを行うキャストの募集及びオーディションの実施、聖火台の燃料に大会史

上初めて水素の活用、選手村でのチームウェルカムセレモニーの検討 

（３） 聖火リレーの検討・運営 

・ 聖火リレーランナーの募集・選定、ルートの詳細や見どころの公表 

・ 大会の延期に伴い、聖火リレーを延期 

（４） ボランティアへの研修やオリエンテーション（ボランティアジャーニー） 

・ オリエンテーションや共通研修の実施、役割・会場等のお知らせ 

（５） 最高水準の競技環境の構築 

・ テストイベントを順次実施し、得られた知見をもとに大会の計画を見直し、修正（再掲） 

・ オリンピックのマラソンと競歩の会場変更の決定を受け、新しい競技日程の決定及びコース設定を行い、公表 

・ アンチ・ドーピングラボを設置・運営するため、分析員の確保やセキュリティ関連設備の整備を実施 

・ 選手村の備品の調達、各種委託業務に係る事業者の決定 

・ 競技会場等の大会関係施設について、飲食提供事業者を順次選定。選手村について、メニュー作成を完了 

（６） アクセシビリティの確保 

・ 会場敷地内の屋外通路の確保や案内標識の充実などハード・ソフトの両面から環境整備を推進 

（７） パラリンピック競技大会の成功に向けた準備の推進 



・ パラリンピック特有のニーズを踏まえた大会運営計画の策定 

・ パラリンピック統括室と各ＦＡの連携による準備体制の強化や関係局長会議の実施 

・ 競技体験イベント等の機会を活用したエンゲージメントの推進、パラリンピック競技に関わる人材育成プログ

ラム「Road to Tokyo 2020」の実施 

（８） 国際的な連携強化、ＮＯＣ/ＮＰＣへのサポート 

・ ＩＯＣ・ＩＰＣとの円滑な連絡調整、オリンピック・パラリンピックファミリーへのサービスの検討 

・ 駐日大使館等を対象にした大会概要等に関する説明会の開催、オリンピック休戦決議の採択 

・ 北京 2022 組織委員会やパリ 2024 組織委員会等へ学習機会を提供（再掲） 

・ ＮＯＣやＮＰＣの選手団団長を対象とした「選手団団長セミナー」の開催 

（９） 世界に誇る安全及びセキュリティの確保 

・ 「警備ガイドライン」に基づき、会場の特性等を踏まえた競技会場等の警備計画を策定 

・ 警備会社が参加するＪＶ（共同事業体）との基本契約に基づき、個別契約を順次締結 

・ 緊急事態を想定した初動対処体制の確立に向けた検討を実施 

・ CIRT2020（サイバーインシデント対処チーム）の機能・所掌範囲を拡充・強化 

・ 大会に向けた医療体制の整備、会場医務室や選手村総合診療所の開設準備の着実な推進 

・ テストイベントで、主要な暑さ対策の検証を実施。６月と 11 月に進捗状況を公表（再掲） 

（10） 大会運営の効率化に向けたテクノロジーの導入 

・ テストイベントで各ＦＡが必要とするテクノロジー関連サービス等を導入・運営（再掲） 

・ 大会で使用する各種テレコムサービスについて、大会要件に沿った通信基盤を構築 

・ 大会の運営に必要な情報システムや Web サイトを構築・導入 

（11） 安全、円滑かつ効率的で信頼性の高い大会輸送及び宿泊の提供に向けた準備 

・ 輸送運営計画Ｖ２を策定し、12 月に公表。「2020TDM 推進プロジェクト」を推進し、夏には交通マネジメント

の総合的なテストを実施。会場毎のルート案策定や車両・ドライバーの確保に向けた調整 

・ 大会関係者の宿泊の準備について、パラリンピックの大会関係者の配宿を合意 

・ 大会関係者がスムーズに出入国できるよう、各種オペレーションの実施に向け調整 

・ 物品管理、配送、会場・選手村等における搬出入のサポート等、主要なサプライチェーンを構築 

２ 会場及び施設

整備の着実な実

施 

（１） 会場の整備調整 

・ 有明体操競技場の工事完了、仮設オーバーレイ整備に係る設計・施工の着実な実行 

・ 札幌大通公園について設計業務に着手。選手村整備について宿泊棟等を完成 

・ 会場所有者との会場使用協定を順次締結 

（２） 大会需要を踏まえた電力インフラの整備調整 

・ 各競技会場への電力インフラ工事を推進 



３ 大会開催の 

機運醸成 

 

（１） 大会ビジョンの具現化の推進 

・ 「アクション＆レガシープラン 2019」を７月に策定 

・ 「東京 2020 みんなのスポーツフェスティバル」や「東京 2020 復興のモニュメント」、「東京五輪音頭 元気

祭 2020」などの実施 

・ 「持続可能性大会前報告書」の検討、ISO20121 の認証取得 

・ 東京 2020 ロボットプロジェクト第 2弾や Tokyo2020”Make The Beat!”プロジェクトの発表 

・ 大会資料継承プロジェクトの推進 

（２） マーケティングを活用したオリンピック・パラリンピックムーブメントの推進 

・ ブランド開発の締めくくりとして、大会モットーを 2020 年２月に発表 

・ オリンピックは約 448 万枚、パラリンピックは約 97 万枚のチケットを販売。不正転売対策の実施 

・ クリーンベニューポリシーの徹底など大会ブランドの管理 

・ 聖火リレーのサポーティングパートナーとの契約締結などスポンサーシッププログラムの推進 

・ 多種多様なライセンス商品の展開、常設のオフィシャルショップの運営 

（３） 積極的広報とエンゲージメントの推進 

・ 大型発表案件（チケット販売等）を契機としたエンゲージメントの推進、公式映画の撮影開始 

・ チケット購入等の具体的な行動に移せるようなコンテンツの提供、デジタル上での導線設計の実施 

４ オールジャパ

ンの協力体制の

構築と事務局体

制の強化 

（１） オールジャパン協力体制の構築 

・ 都、国、全国の自治体等との連携を強化 

・ 被災３県と連携しながら、被災地復興を支援 

・ ６つの連携大学で「大学連携'19 イベント Tokyo 2020 学園祭 next」を開催 

（２） 効率的かつ大会実務に即した執行体制の構築 

・ 意思決定と情報公開の適切な推進 

・ メインオペレーションセンターの実施体制を検討し、運営実践の準備活動を推進 

・ 大会開催の延期決定を受け、「新たな出発 東京 2020 大会実施本部」を立ち上げ、延期に伴う課題の検討を開始 

・ 全てのＶＧＭ（ベニューゼネラルマネージャー）の着任を完了し、各会場と関係ＦＡの連携体制を強化 

・ 多様な人材がいきいきと活躍できるよう、職員を対象とした障がい者・LGBT 等に関する理解促進のための研修

等を実施。「ダイバーシティ＆インクルージョン戦略（Ⅴ３）」を策定 

・ e-learning や調達案件の進捗管理表の運用等によるコンプライアンスの推進 

５ 健全な財務基

盤の確立と運営 

（１）  更なるコスト縮減に向けた予算計画・執行管理 

・ 組織委員会予算Ⅴ３の更なる精緻化・具体化を図り、12 月にⅤ４を策定・公表 

・ 各ＦＡに配置した予算マネージャーを中心とした厳格かつ迅速な予算執行管理、共同実施事業管理委員会によ

るコスト管理と執行統制強化を実施 

（２）  最適調達の実現 

・ 調達計画に基づく進行管理の徹底により、大会後費用も含めた総費用の低減及び公平・公正な調達を実施 



 

2019 年度決算の概要 

※決算については、今後開催予定の評議員会の承認後に最終確定となります。 

 

ポイント 

・法人の収支を示す当期一般正味財産増減額は 232 億円のプラス。 

・経常増減額の増加額は、2018 年度までと同様、将来の支出に備え、特定費用準備資金

に積立。 

 

計算書類の概要          （金額単位は億円。四捨五入のため合計が合わない場合があります。） 

１．貸借対照表（B／S）  

資産の部 金額 内容 

流動資産 1,591 現金預金（1,324）、未収入金（169）等 

固定資産 2,985 特定費用準備資金（1,607）･建設仮勘定（383）・建物（383） 等 

 

等 

資産合計 4,576 

】 

（前年度比2,459億円増加） 

負債の部   

流動負債 1,893 未払金（273）、未払費用（89）、前受金（1,502）等 

固定負債 201 資産除去債務（201） 

負債合計 2,094 （前年度比1,564億円増加） 

正味財産の部   

指定正味財産 884 寄付金（3）、東京都負担金（881） 

一般正味財産 1,598  

正味財産合計 2,482 （前年度比894億円増加） 

 資産合計 4,576億円と前年度比 2,459 億円増加。 

 負債及び正味財産の部は、負債 2,094 億円、正味財産 2,482 億円をあわせ、4,576 億円。 

 

２．正味財産増減計算書（Ｐ／Ｌ）                                （金額：億円） 

  金額 内容 

一
般
正
味
財
産
の
部 

経常収益 1,389 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ収益（1,008）、受取負担金（290）、受取寄付金(85)等 

経常費用 1,156 委託費（328）、支払手数料（314）、減価償却（164）、賃料（104）等 

経常増減額 233  

経常外増減額 ▲1 固定資産除去損（▲1） 

当期増減額 232  

期首残高 1,366  

期末残高 1,598  

指定正味財産残高 884  

正味財産期末残高 2,482  

 経常収益は 1,389 億円（前年度比 521 億円増加）、経常費用は 1,156 億円（同 687 億円増加）。 

 一般正味財産の増加額（＝黒字額）は 232億円。 

以 上 
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参考資料 

 
 

恒設等⼯事の整備スケジュール 

2020 年 5 ⽉末時点 

会場名 建設主体 竣⼯時期 

オリンピックスタジアム ⽇本スポーツ振興センター 2019 年 11 ⽉ 

武蔵野の森総合スポーツプラザ 東京都 2017 年 5 ⽉ 

有明アリーナ 東京都 2019 年 12 ⽉ 

有明体操競技場 東京２０２０⼤会組織委員会 2019 年 10 ⽉ 

⼤井ホッケー競技場 東京都 2019 年 6 ⽉ 

海の森⽔上競技場 東京都 2019 年 5 ⽉ 

カヌー・スラロームセンター 東京都 
2019 年 5 ⽉ 
（管理棟 2019 年 12 ⽉） 

夢の島公園アーチェリー場 東京都 2019 年 2 ⽉ 

東京アクアティクスセンター 東京都 2020 年２⽉ 
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